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ＪＲ西日本連合第 30 回定期大会 

ＪＲ西日本グループ労働組合連合

会（ＪＲ西日本連合）は７月 30 日、

ホテルグランヴィア京都で第 30 回定

期大会を開催した。 

大会は、「新型コロナウイルス感染

症感染拡大予防ガイドライン」を遵守

し、出席者も幹事会と代議員に限定。

適切な感染防止策を徹底した上で開

催され、新年度の活動方針を満場一致

で決定した。 

上村良成議長（ＪＲ連合副会長・ＪＲ西労組中央執行委員長）は、「苦しい時だからこ

そ、助け合い支え合う労働組合の本領を発揮し、組合員の賃金と生活を守ってきた１年だ

ったと断言できる」とこの１年を振り返った。また、本大会に付託された重要課題として、

①安全確立と事故の教訓化、②ポストコロナを見据えた働き方と２０２２春闘への対応、

③労働組合の意義（団結と助け合い）、④来る衆議院議員選挙について提起した。 

議事では、幹事会が提起した議案に対して６人の代議員から、会社再編後の課題、冬季

賞与への対応やＪＲ西日本への要望など職場実態に基づく積極的な発言があった。 

また、来賓として長谷川一明ＪＲ西日本代表取締役社長が駆けつけ、「コロナ禍により

厳しい経営状況が続いているが、ＪＲ西日本グループ全業種の労使が力を合わせれば、こ

の難局は乗り越えられると確信している」との挨拶を受けた。 

今大会では、長年副議長を務めた中村真光副議長（ジェイアール西日本メンテック労働

組合）、金指健一郎副議長（広成建設労働組合）、本田雅明副議長（西日本旅客鉄道労働組

合）ほか４名の役員が退任し、新体制が発足した。 


